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で
協
議
書
を
締
結
し
た
。

　
協
議
書
は
、
日
本
と
中
国
の
経
済
交
流

と
協
力
関
係
を
一
層
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
民
商
事
法
を
中
心
と
し
た
両
国
の

法
制
度
と
そ
の
運
用
に
関
す
る
知
識
、
情
報

の
交
換
お
よ
び
学
術
的
、
実
務
的
な
講
演

会
を
実
施
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
日
中
共
同
で
「
日
中
民
商
事

法
セ
ミ
ナ
ー
」（
以
下
、
日
中
セ
ミ
ナ
ー
）

と
い
う
名
称
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
、

時
に
発
生
す
る
尖
閣
列
島
問
題
の
よ
う
な

難
し
い
政
治
問
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
20
年

間
、
一
度
の
中
断
も
な
く
今
日
ま
で
継
続
し

て
き
た
。
当
初
、
日
中
セ
ミ
ナ
ー
は
、
財

団
の
み
が
主
催
者
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、

法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
、
J
E
T
R
O
、

J
I
C
A
が
共
催
者
に
な
っ
て
い
る
。

３
．
日
中
セ
ミ
ナ
ー
20
年
の
歩
み

　
日
中
セ
ミ
ナ
ー
は
、
毎
年
、
日
中
交
互

に
開
催
し
、
中
国
（
北
京
）
で
開
催
す
る

１
．
国
際
民
商
事
法
セ
ン
タ
ー
の
活
動

　
国
際
民
商
事
法
セ
ン
タ
ー
は
、
1
9
9
6

年
に
設
立
さ
れ
た
公
益
財
団
法
人
（
以

下
、
財
団
）
で
あ
る
。
背
景
に
は
、
ア
ジ

ア
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
が
N
I
E
S
、

A
S
E
A
N
諸
国
、
中
国
な
ど
を
中
心
に

め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
、
市
場
経
済
へ
の

移
行
と
国
際
経
済
へ
の
参
入
を
目
指
す
中
、

ま
だ
、
民
事
・
商
事
関
係
の
法
制
度
と
運

用
に
つ
い
て
の
情
報
・
人
材
の
不
足
か
ら
こ

れ
ら
の
国
の
国
際
経
済
へ
の
参
入
を
阻
害
し

て
い
る
実
状
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
我
が
国

政
府
レ
ベ
ル
の
国
際
協
力
と
も
緊
密
な
連

絡
を
保
ち
な
が
ら
、
民
間
主
導
で
、
こ
れ

ら
諸
国
の
法
整
備
、
人
材
養
成
を
支
援
し
、

諸
国
間
の
円
滑
な
国
際
交
流
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
財
団
が
立
ち
上
げ
ら

れ
た
。
設
立
時
に
は
、
豊
田
章
一
郎
氏
（
ト

ヨ
タ
自
動
車
会
長
・
当
時
）、
三
ヶ
月
章
氏

（
元
法
務
大
臣
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

場
合
に
は
、
中
国
側
が
討
議
テ
ー
マ
を
提

案
し
、
日
本
（
東
京
・
大
阪
）
で
開
催
す

る
場
合
に
は
、
日
本
側
が
討
議
テ
ー
マ
を
提

案
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
日
本
で
開
催
す
る
場
合
に
は
、
通
常
、

中
国
側
講
師
2
人
が
発
表
を
行
い
、
そ
れ

に
対
し
て
、日
本
側
コ
メ
ン
テ
ー
タ
2
人
が
、

そ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
、
続
い
て

発
表
者
同
士
の
討
論
、
聴
衆
の
質
問
、
司

会
者
の
総
括
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
北
京
で

開
催
の
場
合
は
、日
中
の
役
割
が
逆
と
な
る
。

　
日
本
開
催
の
場
合
も
、
開
会
式
に
は
、

必
ず
国
家
発
展
改
革
委
員
会
（
以
下
、
発

■
小
杉
丈
夫
　
公
益
財
団
法
人
国
際
民
商
事
法
セ
ン
タ
ー 

理
事
・
弁
護
士

が
特
別
顧
問
に
就
任
し
、
伊
藤
正
氏
（
住

友
商
事
相
談
役
・
当
時
）
が
会
長
を
、
岡

村
泰
孝
氏
（
元
検
事
総
長
）
が
理
事
長
を

務
め
ら
れ
た
。
現
在
は
、宮
原
賢
次
氏
（
住

友
商
事
名
誉
顧
問
、
元
日
本
経
団
連
副
会

長
）
が
会
長
を
、
大
野
恒
太
郎
氏
（
前
検

事
総
長
）
が
理
事
長
を
務
め
て
い
る
。

　
設
立
以
来
20
年
、
財
団
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
民
法
、民
事
訴
訟
法
の
制
定
、

改
善
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
民
商
事

法
関
連
の
法
整
備
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
き

て
い
る
。

２
．
国
家
発
展
改
革
委
員
会
と
日
中

民
商
事
法
セ
ミ
ナ
ー

　
中
国
と
の
交
流
に
関
し
て
は
、
96
年
、

伊
藤
正
会
長
と
李
鉄
映
主
任
と
の
北
京
に

お
け
る
ト
ッ
プ
会
談
を
経
て
、
中
国
国
務
院

が
総
合
管
理
す
る
経
済
体
制
改
革
の
機
能

部
門
で
あ
る
、国
家
経
済
体
制
改
革
委
員
会

（
現
・
国
家
発
展
改
革
委
員
会
）
と
の
間

日
中
民
商
事
法
セ
ミ
ナ
ー
の
歩
み
と
新
展
開

FOCUS
　
日
本
や
西
欧
諸
国
が
依
っ
て
立
つ
「
法
の
支
配
」
と
は
根
本
的
に
異
な
る
「
依
法
治
国
」
と
い
う
理
念
の
も
と
で
も
、

日
中
の
間
に
透
明
性
と
予
見
可
能
性
の
高
い
法
的
環
境
を
整
備
し
、
中
国
の
法
制
度
の
改
善
を
促
す
実
際
的
ア
プ
ロ
ー

チ
の
積
み
重
ね
が
日
中
両
国
の
利
益
に
つ
な
が
る
と
確
信
す
る
。

第 21 回日中民商事法セミナー（於北京）
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改
委
）
副
主
任
が
出
席
し
て
、
あ
い
さ
つ

さ
れ
る
慣
例
に
な
っ
て
い
る
。
日
中
セ
ミ
ナ

ー
は
公
開
で
あ
り
、
日
本
開
催
の
場
合
は
、

財
団
の
会
員
企
業
を
中
心
に
、
企
業
、
学

者
、
弁
護
士
ら
が
出
席
す
る
。
中
国
開
催

の
場
合
に
は
、
発
改
委
の
関
係
者
（
北
京

だ
け
で
な
く
全
国
）
や
、
在
中
国
日
本
国

大
使
館
の
方
々
、
中
国
に
進
出
し
て
い
る
日

本
企
業
の
方
々
等
が
出
席
す
る
。
セ
ミ
ナ

ー
内
容
は
、
財
団
機
関
紙
「
I
C
C
L
C
」

に
す
べ
て
掲
載
し
て
い
る
。
私
は
、
財
団
理

事
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
日
中
セ
ミ
ナ
ー
で

司
会
を
務
め
、会
議
の
総
括
を
行
っ
て
き
た
。

最
初
の
頃
は
、
日
中
双
方
の
議
論
が
全
く

噛
み
合
わ
ず
、
会
議
の
進
行
に
大
変
苦
労

し
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
改
善
し

て
信
頼
関
係

が
醸
成
さ
れ
、

議
論
は
円
滑

に
な
っ
た
。
中

国
側
も
、
外

部
に
公
表
さ
れ

て
い
な
い
情
報

も
積
極
的
に

開
示
す
る
よ
う

に
な
り
、
20
年

間
の
継
続
の
成

果
を
実
感
し
て

い
る
。

４
．
日
中
セ
ミ
ナ
ー
の
新
た
な
展
開
と

日
中
経
済
協
会

　
こ
の
よ
う
に
20
年
に
わ
た
り
、
日
中
セ
ミ

ナ
ー
は
日
中
の
関
係
者
の
努
力
の
積
み
重

ね
に
よ
り
、
日
中
間
の
法
律
環
境
の
整
備
、

改
善
と
そ
れ
を
通
じ
て
の
経
済
交
流
の
発
展

に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
が
、
現
在
、

新
し
い
局
面
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
日
中
セ
ミ
ナ
ー
を
中
国
側
で
統
括
し
て
い

た
杜
鷹
副
主
任
が
退
任
し
、
2
0
1
4
年
、

新
た
に
林
念
修
氏
が
副
主
任
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
、
96
年
に
日
中
間
で
締
結
さ
れ
た

協
議
書
が
期
間
満
了
を
迎
え
、
16
年
11
月
、

北
京
で
開
催
し
た
第
21
回
日
中
セ
ミ
ナ
ー

の
際
、
宮
原
会
長
と
林
副
主
任
の
間
で
新

し
い
協
議
書
が
調
印
さ
れ
た
。

　
こ
の
協
議
書
は
、
過
去
20
年
の
実
績
を

総
括
し
て
、
将
来
の
さ
ら
な
る
発
展
と
飛

躍
を
期
待
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
協
議
書
の
改
訂
交
渉
に
あ
た
り
、
中
国

側
か
ら
要
望
さ
れ
た
こ
と
の
一
つ
に
、
ハ
イ

テ
ク
、
先
端
産
業
に
つ
い
て
の
議
論
・
研
究

と
、
そ
の
よ
う
な
分
野
で
活
動
し
て
い
る
日

本
企
業
の
参
加
を
増
や
せ
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
。

　
日
中
セ
ミ
ナ
ー
は
過
去
、
中
国
に
お
け

る
基
本
的
な
民
商
事
法
制
の
整
備
と
、
そ

れ
に
よ
る
日
中
の
経
済
活
動
の
円
滑
化
を

目
指
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
20

年
間
の
中
国
の
経
済
発
展
は
め
ざ
ま
し
く
、

急
速
で
あ
り
、
従
来
の
枠
組
で
は
対
応
し
づ

ら
い
情
況
も
生
ま
れ
て
い
る
。
中
国
側
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
る
、
ハ
イ
テ
ク
、
先
端
企
業

の
法
律
問
題
も
、
正
に
そ
の
よ
う
な
分
野
で

あ
る
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
や
電
気
自
動
車
を
巡

る
動
向
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国
に
お
け

る
I
T
、 

A
I
の
発
展
情
況
は
、
日
本
を

超
え
て
い
る
面
が
あ
る
。
ま
た
、
裁
判
の
電

子
化
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国
政
府
は
、

戦
略
的
に
司
法
分
野
で
の
ハ
イ
テ
ク
化
を
押

し
進
め
て
お
り
、
こ
れ
が
企
業
を
め
ぐ
る
法

律
実
務
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
こ
か
ら
生
ず
る
法
律
問
題
、
法
規
制
へ
の

対
応
は
、
日
本
か
ら
一
方
的
に
教
え
る
、
支

援
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
対
処
で
き
ず
、
日

中
双
方
が
対
等
の
立
場
で
向
き
合
い
、
情

報
を
出
し
合
い
、
協
働
に
よ
り
、
双
方
に
メ

リ
ッ
ト
あ
る
解
決
方
法
を
探
る
と
い
う
形
に

変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、財
団
か
ら
日
中
経
済
協
会
（
以

下
、
日
中
経
協
）
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

前
向
き
に
検
討
さ
れ
、
今
年
度
に
東
京
で

開
催
さ
れ
る
第
22
回
日
中
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

日
中
経
協
も
共
催
者
と
し
て
参
加
さ
れ
る

運
び
と
な
っ
た
。
現
在
は
、
相
互
に
意
見
交

換
し
つ
つ
、「
日
中
ハ
イ
テ
ク
分
野
協
力
推

進
の
為
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
」
な
ど
を
候

補
と
し
て
、
日
本
か
ら
中
国
側
に
提
案
す

る
テ
ー
マ
の
選
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

５
．
ま
と
め

　
中
国
政
府
が
掲
げ
る
「
依
法
治
国
」（
法

に
依
っ
て
国
を
治
め
、
社
会
主
義
法
治
国

家
を
実
現
す
る
）
の
理
念
は
、
日
本
や
西

欧
諸
国
が
依
っ
て
立
つ
「
法
の
支
配
」（
権

力
者
と
い
え
ど
も
法
に
服
す
る
）
と
は
、
根

本
的
に
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
中
の

間
に
透
明
性
の
あ
る
、
予
見
可
能
性
の
高
い

法
的
環
境
を
整
備
し
、
中
国
の
法
制
度
の

改
善
を
促
す
と
い
う
、
実
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ

を
と
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
を
積
み

重
ね
る
こ
と
こ
そ
が
、
日
本
、
中
国
両
国
の

利
益
に
つ
な
が
る
と
確
信
す
る
。

　
財
団
が
20
年
間
継
続
し
て
実
施
し
て
き

た
日
中
セ
ミ
ナ
ー
は
、
発
改
委
の
人
事
刷

新
と
、
新
た
な
中
国
経
済
発
展
の
政
策
に

合
わ
せ
た
新
機
軸
の
提
案
の
下
、
日
中
経

協
の
協
力
を
得
て
、
新
た
な
時
代
に
入
ろ

う
と
し
て
い
る
。
中
国
側
の
意
向
を
よ
く
見

極
め
る
と
と
も
に
、
日
本
企
業
の
要
望
も
し

っ
か
り
と
把
握
し
て
、
日
中
双
方
に
資
す
る

新
た
な
仕
組
み
を
構
築
し
て
前
に
進
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ハ
イ
テ
ク
、
先
端
産
業
を

テ
ー
マ
に
す
る
場
合
に
も
、
日
中
の
間
に
、

透
明
性
の
あ
る
予
見
可
能
性
の
高
い
法
的

環
境
を
整
備
す
る
と
い
う
、
こ
の
根
本
は
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
皆
さ
ま
の
引
き
続

き
の
ご
助
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第

で
あ
る
。

宮原会長（左から 2 人目）と林副主任の対談、左端が筆者




